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(57)【要約】
　スーツケースは、後部ケースコンポーネントと、前部
蓋コンポーネントと、リング状ガセットコンポーネント
とを含む。そのリング状ガセットコンポーネントの２つ
の対向側部は、収容スペースを形成するように、それぞ
れ後部ケースコンポーネントの縁部および前部蓋コンポ
ーネントの縁部に接続されている。そのリング状ガセッ
トコンポーネントは、湾曲部分と、それらの湾曲部分を
接続するために構成されている側壁部分とを含む。それ
らの湾曲部分は、それぞれ、後部ケースコンポーネント
の角部に設けられている。それらの側壁部分は、それぞ
れ、後部ケースコンポーネントの縁部に設けられている
。各湾曲部分の弾力性のある変形能力は、各側壁部分の
弾力性のある変形能力よりも大きく、また、それらの湾
曲部分は湾曲可能であるため、複数の側壁部分は、後部
ケースコンポーネントに対して上方または下方に折り畳
むことができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　後部ケースコンポーネントと、
　前部蓋コンポーネントと、
　リング状ガセットコンポーネントであって、前記リング状ガセットコンポーネントの２
つの対向側部は、収容スペースを形成するように、それぞれ前記後部ケースコンポーネン
トの縁部および前記前部蓋コンポーネントの縁部に接続され、前記リング状ガセットコン
ポーネントは、複数の第１の支持部材および複数の第２の支持部材を備え、複数の第１の
支持部材は、それぞれ後部ケースコンポーネントの角部に設けられ、および複数の第２の
支持部材は、それぞれ後部ケースコンポーネントの縁部に設けられている、リング状ガセ
ットコンポーネントと、
を備えるスーツケースであって、
　前記リング状ガセットコンポーネントは、複数の湾曲部材を備え、前記複数の湾曲部材
は、複数の第１の支持部材と、複数の第２の支持部材との間に設けられ、前記複数の湾曲
部材のそれぞれの弾力性のある変形能力は、前記複数の第１の支持部材のそれぞれの弾力
性のある変形能力および前記複数の第２の支持部材のそれぞれの弾力性のある変形能力よ
りも大きく、および前記複数の湾曲部材は湾曲可能であり、前記複数の第１の支持部材お
よび前記複数の第２の支持部材を、前記後部ケースコンポーネントに対して上方または下
方に折り畳むことができるようになっている、スーツケース。
【請求項２】
　前記複数の湾曲部分の各々は、前記後部ケースコンポーネントから前記前部蓋コンポー
ネントまで及んでいる、請求項１に記載のスーツケース。
【請求項３】
　前記複数の第１の支持部材の各々は、互いに積層されている、ＰＶＣ層、ＥＶＡ層、Ｐ
Ｐプレート層、サトウキビ生地層、ネオプレン層およびＰＶＣ底部層で形成され、および
前記複数の第２の支持部材の各々は、互いに積層されている、ＰＶＣ層、ＥＶＡ層および
ＰＰプレート層で形成される、請求項１に記載のスーツケース。
【請求項４】
　前記リング状ガセットコンポーネントはベルトをさらに含み、前記ベルトは第１のベル
ト体および第２のベルト体を備え、前記第１のベルト体は前記リング状ガセットコンポー
ネントの外側面に着脱可能に設けられ、および前記第２のベルト体は前記リング状ガセッ
トコンポーネントの外側面に設けられる、請求項１に記載のスーツケース。
【請求項５】
　前記前部蓋コンポーネントはベルトを備え、前記ベルトは、前記後部ケースコンポーネ
ントおよび前記リング状ガセットコンポーネントを前記前部蓋コンポーネントに近づける
ために、前記後部ケースコンポーネントおよび前記リング状ガセットコンポーネントを取
り囲むために構成される、請求項１に記載のスーツケース。
【請求項６】
　前記前部蓋コンポーネントおよび前記リング状ガセットコンポーネントは、前記収容ス
ペースを形成するために、接続要素によって互いに接続される、請求項１に記載のスーツ
ケース。
【請求項７】
　前記接続要素はファスナーである、請求項６に記載のスーツケース。
【請求項８】
　前記リング状ガセットコンポーネントは第１の開口部を有し、前記前部蓋コンポーネン
トは第２の開口部を有し、前記ファスナーは２つのチェーンと１つのファスナーヘッドを
備え、前記２つのチェーンはそれぞれ前記第１の開口部の縁部および前記第２の開口部の
縁部に設けられ、前記２つのチェーンは接続部分を形成するように互いに接続され、およ
び前記ファスナーヘッドは前記２つのチェーンを結ぶかまたは離すために構成される、請
求項７に記載のスーツケース。
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【請求項９】
　前記リング状ガセットコンポーネントは、第１の開口部を有し、および第１の延長部を
さらに備え、前記第１の延長部は前記第１の開口部を形成する前記リング状ガセットコン
ポーネントの縁部に接続され、前記前部蓋コンポーネントは、第２の開口部を有し、およ
び第２の延長部をさらに備え、前記第２の延長部は前記第２の開口部を形成する前記前部
蓋コンポーネントの縁部に接続され、前記ファスナーは２つのチェーンと２つのファスナ
ーヘッドを備え、前記２つのチェーンの一方は前記第１の開口部の縁部および前記第１の
延長部の縁部の周囲に設けられ、および他方のチェーンは前記第２の開口部の縁部および
前記第２の延長部の縁部の周囲に設けられる、請求項７に記載のスーツケース。
【請求項１０】
　把持部をさらに備え、前記把持部が第２の延長部に接続されている、請求項９に記載の
スーツケース。
【請求項１１】
　前記リング状ガセットコンポーネントは第１の開口部を有し、前記前部蓋コンポーネン
トは第２の開口部を有し、前記複数の第２の支持部材のうちの一つは側壁本体および接続
体を備え、前記側壁本体は凹部を有し、前記凹部は前記側壁本体の外側面に設けられ、前
記接続体は、２つの対向縁部を有し、前記接続体の縁部の一方は前記凹部を形成する前記
側壁本体の縁部に接続され、前記接続体の他方の側は前記前部蓋コンポーネントの前記第
２の開口部の縁部に接続され、前記ファスナーは２つのチェーンと１つのファスナーヘッ
ドを備え、前記２つのチェーンの一方は前記第１の開口部の縁部および前記凹部の縁部に
設けられ、他方のチェーンは前記第２の開口部の縁部と前記側壁本体に接続された前記接
続体の縁部とに設けられ、前記ファスナーヘッドは前記２つのチェーンを結ぶかまたは離
すために構成され、および前記ファスナーヘッドがそれら２つのチェーンを結ぶと、前記
接続体は前記側壁本体の外側面を覆う、請求項７に記載のスーツケース。
【請求項１２】
　前記接続体は、前記側壁本体に着脱可能に接続される、請求項１１に記載のスーツケー
ス。
【請求項１３】
　前記ファスナーはプルタブをさらに備え、前記プルタブは前記ファスナーヘッド上に移
動可能に取り付けられ、および前記収容スペースの外部に設けられる、請求項１１に記載
のスーツケース。
【請求項１４】
　前記リング状ガセットコンポーネントは第１の開口部を有し、前記前部蓋コンポーネン
トは第２の開口部を有し、前記複数の第２の支持部材のうちの一つは側壁本体および接続
体を備え、前記側壁本体は凹部を有し、前記凹部は前記第１の開口部の縁部に設けられ、
前記接続体は２つの対向縁部を有し、前記接続体の縁部の一方は前記凹部を形成する前記
側壁本体の縁部に接続され、前記接続体の他方の縁部は前記前部蓋コンポーネントの前記
第２の開口部の縁部に接続され、前記ファスナーは２つのチェーンとファスナーヘッドを
備え、前記２つのチェーンの一方は前記第１の開口部の縁部および前記凹部の縁部に設け
られ、他方のチェーンは前記第２の開口部の縁部と前記側壁本体に接続された前記接続体
の縁部とに設けられ、前記ファスナーヘッドは、前記２つのチェーンを結ぶかまたは離す
ために構成され、および前記ファスナーヘッドが前記２つのチェーンを結ぶと、前記接続
体および前記側壁本体は前記複数の第２の支持部材のうちの一つを一緒に構成する、請求
項７に記載のスーツケース。
【請求項１５】
　後部ケースコンポーネントと、
　前部蓋コンポーネントと、
　リング状ガセットコンポーネントであって、前記リング状ガセットコンポーネントの２
つの対向側部は、収容スペースを形成するように、それぞれ前記後部ケースコンポーネン
トの縁部および前記前部蓋コンポーネントの縁部に接続され、前記リング状ガセットコン
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ポーネントは複数の湾曲部分と前記複数の湾曲部分に接続するために構成される複数の側
壁部分とを備え、前記複数の湾曲部分はそれぞれ前記後部ケースコンポーネントの角部に
設けられ、前記複数の側壁部分はそれぞれ前記後部ケースコンポーネントの縁部に設けら
れるリング状ガセットコンポーネントと、
を備えるスーツケースであって、
　前記複数の湾曲部分のそれぞれの弾力性のある変形能力は前記複数の側壁部分のそれぞ
れの弾力性のある変形能力よりも大きく、および前記複数の湾曲部分は湾曲可能であり、
前記複数の側壁部分を前記後部ケースコンポーネントに対して上方または下方に折り畳む
ことができるようになっている、スーツケース。
【請求項１６】
　前記複数の湾曲部分の各々は、少なくとも一つの折り目を有する、請求項１５に記載の
スーツケース。
【請求項１７】
　前記前部蓋コンポーネントと、前記リング状ガセットコンポーネントは、前記収容スペ
ースを形成するために、接続要素によって互いに接続される、請求項１５に記載のスーツ
ケース。
【請求項１８】
　前記接続要素はファスナーである、請求項１７に記載のスーツケース。
【請求項１９】
　前記リング状ガセットコンポーネントは第１の開口部を有し、前記前部蓋コンポーネン
トは第２の開口部を有し、前記ファスナーは２つのチェーンと１つのファスナーヘッドを
備え、前記２つのチェーンはそれぞれ前記第１の開口部の縁部および前記第２の開口部の
縁部に設けられ、前記２つのチェーンは、接続部分を形成するように互いに接続され、お
よび前記ファスナーヘッドは前記２つのチェーンを結ぶかまたは離すために構成される、
請求項１８に記載のスーツケース。
【請求項２０】
　前記リング状ガセットコンポーネントは、第１の開口部を有し、および第１の延長部を
さらに備え、前記第１の延長部は、前記第１の開口部を形成する前記リング状ガセットコ
ンポーネントの縁部に接続され、前記前部蓋コンポーネントは、第２の開口部を有し、お
よび第２の延長部を備え、前記第２の延長部は前記第２の開口部を形成する前記前部蓋コ
ンポーネントの縁部に接続され、前記ファスナーは２つのチェーンおよび２つのファスナ
ーヘッドを備え、前記２つのチェーンの一方は前記第１の開口部の縁部および第前記１の
延長部の縁部の周囲に設けられ、および他方のチェーンは前記第２の開口部の縁部および
前記第２の延長部の縁部の周囲に設けられる、請求項１８に記載のスーツケース。
【請求項２１】
　把持部をさらに備え、前記把持部が第２の延長部に接続される、請求項２０に記載のス
ーツケース。
【請求項２２】
　前記リング状ガセットコンポーネントは第１の開口部を有し、前記前部蓋コンポーネン
トは第２の開口部を有し、前記複数の側壁部分のうちの一つは側壁本体および接続体を備
え、前記側壁本体は凹部を有し、前記凹部は前記側壁本体の外側面に設けられ、前記接続
体は２つの対向縁部を有し、前記接続体のそれらの縁部の一方は前記凹部を形成する前記
側壁本体の縁部に接続され、前記接続体の他方の縁部は前記前部蓋コンポーネントの前記
第２の開口部の縁部に接続され、前記ファスナーは２つのチェーンと１つのファスナーヘ
ッドを備え、前記２つのチェーンの一方は前記第１の開口部の縁部および前記凹部の縁部
に設けられ、他方のチェーンは前記第２の開口部の縁部と前記側壁本体に接続された前記
接続体の縁部とに設けられ、前記ファスナーヘッドは前記２つのチェーンを結ぶかまたは
離すために構成され、および前記ファスナーヘッドが前記２つのチェーンを結ぶと、前記
接続体は前記側壁本体の外側面を覆う、請求項１８に記載のスーツケース。
【請求項２３】



(5) JP 2016-507309 A 2016.3.10

10

20

30

40

50

　前記接続体は、前記側壁本体に着脱可能に接続される、請求項２２に記載のスーツケー
ス。
【請求項２４】
　前記ファスナーはプルタブを備え、前記プルタブは、前記ファスナーヘッド上に移動可
能に取り付けられ、および前記収容スペースの外部に設けられる、請求項２２に記載のス
ーツケース。
【請求項２５】
　前記リング状ガセットコンポーネントは第１の開口部を有し、前記前部蓋コンポーネン
トは第２の開口部を有し、前記複数の側壁部分のうちの一つは側壁本体および接続体を備
え、前記側壁本体は凹部を有し、前記凹部は前記第１の開口部の縁部に設けられ、前記接
続体は２つの対向縁部を有し、前記接続体のそれらの縁部の一方は前記凹部を形成する前
記側壁本体の縁部に接続され、前記接続体の他方の縁部は、前記前部蓋コンポーネントの
前記第２の開口部の縁部に接続され、前記ファスナーは２つのチェーンと１つのファスナ
ーヘッドを備え、前記２つのチェーンの一方は前記第１の開口部の縁部および前記凹部の
縁部に設けられ、他方のチェーンは前記第２の開口部の縁部と前記側壁本体に接続された
前記接続体の縁部とに設けられ、前記ファスナーヘッドは前記２つのチェーンを結ぶかま
たは離すために構成され、および前記ファスナーヘッドが前記２つのチェーンを結ぶと、
前記接続体と前記側壁本体は前記複数の側壁部分のうちの一つを一緒に構成する、請求項
１８に記載のスーツケース。
【請求項２６】
　前記前部蓋コンポーネントはベルトを備え、前記ベルトは前記後部ケースコンポーネン
トと前記リング状ガセットコンポーネントを前記前部蓋コンポーネントに近づけるために
、前記後部ケースコンポーネントおよび前記リング状ガセットコンポーネントを取り囲む
ために構成される、請求項１５に記載のスーツケース。
【請求項２７】
　前記リング状ガセットコンポーネントはベルトをさらに備え、前記ベルトは第１のベル
ト体および第２のベルト体を備え、前記第１のベルト体は前記リング状ガセットコンポー
ネントの外側面に着脱可能に設けられ、および前記第２のベルト体は前記リング状ガセッ
トコンポーネントの外側面に設けられる、請求項１５に記載のスーツケース。
【請求項２８】
　後部ケースコンポーネントと、
　前部蓋コンポーネントと、
　リング状ガセットコンポーネントであって、前記リング状ガセットコンポーネントの２
つの対向側部は、収容スペースを形成するように、それぞれ前記後部ケースコンポーネン
トの縁部および前記前部蓋コンポーネントの縁部に接続され、前記リング状ガセットコン
ポーネントは複数の第１の収容部および複数の第１の補強要素を備え、前記複数の第１の
収容部はそれぞれ前記後部ケースコンポーネントの縁部に設けられ、前記複数の第１の収
容部の各々は隣接する第１の収容部から離間され、前記複数の第１の補強要素は、前記複
数の第１の収容部の各々の間に複数の湾曲部材を形成するように、それぞれの前記複数の
第１の収容部に着脱可能に設けられる、リング状ガセットコンポーネントと、
を備えるスーツケースであって、
　前記複数の湾曲部材のそれぞれの弾力性のある変形能力は前記複数の第１の収容部のそ
れぞれの弾力性のある変形能力よりも大きく、および前記複数の湾曲部材は湾曲可能であ
り、前記複数の第１の収容部を前記後部ケースコンポーネントに対して上方または下方へ
折り畳むことができるようになっている、スーツケース。
【請求項２９】
　前記リング状ガセットコンポーネントは複数の第２の収容部および複数の第２の補強要
素をさらに備え、前記複数の第２の収容部はそれぞれ前記後部ケースコンポーネントの角
部に設けられ、前記複数の第２の補強要素は、互いに隣接している前記複数の第１の収容
部の各々と前記複数の第２の収容部の各々との間に前記湾曲部材を形成するように、それ
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ぞれ、前記複数の第２の収容部に着脱可能に設けられ、前記複数の湾曲部材の各々の弾力
性のある変形能力は前記複数の第１の収容部の各々および前記複数の第２の収用部の各々
の弾力性のある変形能力よりも大きく、および前記複数の湾曲部材は湾曲可能であり、前
記複数の第１の収容部および前記複数の第２の収容部を、前記後部ケースコンポーネント
に対して、上方または下方へ折り畳むことを可能にしている、請求項２８に記載のスーツ
ケース。
【請求項３０】
　前記前部蓋コンポーネントと前記リング状ガセットコンポーネントは、前記収容スペー
スを形成するために、接続要素によって接続される、請求項２８に記載のスーツケース。
【請求項３１】
　前記接続要素はファスナーである、請求項３０に記載のスーツケース。
【請求項３２】
　前記リング状ガセットコンポーネントは第１の開口部を有し、前記前部蓋コンポーネン
トは第２の開口部を有し、および前記ファスナーは２つのチェーンと１つのファスナーヘ
ッドを備え、前記２つのチェーンはそれぞれ前記第１の開口部の縁部および前記第２の開
口部の縁部に設けられ、前記２つのチェーンは、接続部分を形成するように、一方の端部
において互いに接続され、および前記ファスナーヘッドは前記２つのチェーンを結ぶかま
たは前記２つのチェーンを離すために構成される、請求項３１に記載のスーツケース。
【請求項３３】
　前記リング状ガセットコンポーネントは第１の開口部を有し、および第１の延長部をさ
らに備え、前記第１の延長部は前記第１の開口部を形成する前記リング状ガセットコンポ
ーネントの縁部に接続され、前記前部蓋コンポーネントは、第２の開口部を有し、および
第２の延長部をさらに備え、前記第２の延長部は前記第２の開口部の縁部を形成する前記
前部蓋コンポーネントの縁部に接続され、前記ファスナーは２つのチェーンと２つのファ
スナーヘッドを備え、前記２つのチェーンの一方は前記第１の開口部の縁部および前記第
１の延長部の縁部の周囲に設けられ、および他方のチェーンは前記第２の開口部の縁部お
よび前記第２の延長部の縁部の周囲に設けられる、請求項３１に記載のスーツケース。
【請求項３４】
　把持部をさらに備え、前記把持部が第２の延長部に接続されている、請求項３３に記載
のスーツケース。
【請求項３５】
　前記リング状ガセットコンポーネントは第１の開口部を有し、前記前部蓋コンポーネン
トは第２の開口部を有し、前記複数の第１の収容部のうちの一つは側壁本体および接続体
を備え、前記側壁本体は凹部を有し、前記凹部は、前記側壁本体の外側面に設けられ、前
記接続体は２つの対向縁部を有し、前記接続体のそれらの縁部の一方は前記凹部を形成す
る前記側壁本体の縁部に接続され、前記接続体の他方の縁部は前記前部蓋コンポーネント
の前記第２の開口部の縁部に接続され、前記ファスナーは２つのチェーンと１つのファス
ナーヘッドを備え、前記２つのチェーンの一方は前記第１の開口部の縁部および前記凹部
の縁部に設けられ、他方のチェーンは前記第２の開口部の縁部と前記側壁本体に接続され
た前記接続体の縁部とに設けられ、前記ファスナーヘッドは前記２つのチェーンを結ぶか
または離すために構成され、前記ファスナーヘッドが前記２つのチェーンを結ぶと、前記
接続体は、前記側壁本体の外側面を覆う、請求項３１に記載のスーツケース。
【請求項３６】
　前記接続体は、前記側壁本体に着脱可能に接続される、請求項３５に記載のスーツケー
ス。
【請求項３７】
　前記ファスナーはプルタブを備え、前記プルタブは、前記ファスナーヘッドに移動可能
に取り付けられ、および前記収容スペースの外部に設けられる、請求項３５に記載のスー
ツケース。
【請求項３８】
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　前記リング状ガセットコンポーネントは第１の開口部を有し、前記前部蓋コンポーネン
トは第２の開口部を有し、前記複数の第１の収容部のうちの一つは側壁本体および接続体
を備え、前記側壁本体は凹部を有し、前記凹部は前記第１の開口部の縁部に設けられ、前
記接続体は２つの対向縁部を有し、前記接続体のそれらの縁部の一方は前記凹部を形成す
る前記側壁本体の縁部に接続され、前記接続体の他方の縁部は前記前部蓋コンポーネント
の前記第２の開口部の縁部に接続され、前記ファスナーは２つのチェーンと１つのファス
ナーヘッドを備え、前記２つのチェーンの一方は前記第１の開口部の縁部および前記凹部
の縁部に設けられ、他方のチェーンは前記第２の開口部の縁部と前記側壁本体に接続され
た前記接続体の縁部とに設けられ、前記ファスナーヘッドは前記２つのチェーンを結ぶか
または離すために構成され、および前記ファスナーヘッドが前記２つのチェーンを結ぶと
、前記接続体および前記側壁本体は、前記複数の第１の収容部のうちの一つを一緒に構成
する、請求項３１に記載のスーツケース。
【請求項３９】
　前記前部蓋コンポーネントはベルトを備え、前記ベルトは、前記後部ケースコンポーネ
ントおよび前記リング状ガセットコンポーネントを前記前部蓋コンポーネントに近づける
ために、前記後部ケースコンポーネントおよび前記リング状ガセットコンポーネントを取
り囲むために構成される、請求項２８に記載のスーツケース。
【請求項４０】
　前記リング状ガセットコンポーネントはベルトをさらに備え、前記ベルトは第１のベル
ト体および第２のベルト体を備え、前記第１のベルト体は前記リング状ガセットコンポー
ネントの外側面に着脱可能に設けられ、および前記第２のベルト体は前記リング状ガセッ
トコンポーネントの外側面に設けられる、請求項２８に記載のスーツケース。
【請求項４１】
　後部ケースコンポーネントと、
　前部蓋コンポーネントと、
　リング状ガセットコンポーネントであって、前記リング状ガセットコンポーネントの２
つの対向側部は、閉じることが可能である収容スペースを形成するように、それぞれ前記
後部ケースコンポーネントおよび前記前部蓋コンポーネントに接続され、前記リング状ガ
セットコンポーネントは複数の側壁部と前記複数の側壁部に接続するために構成される複
数の柔軟部とを備え、前記複数の柔軟部のそれぞれの弾力性のある変形能力は前記複数の
側壁部の各々の弾力性のある変形能力よりも大きく、前記複数の柔軟部のうちの１つと前
記リング状ガセットコンポーネントとの間には鋭角が形成され、互いに隣接している前記
複数の側壁部のうちの２つは、それらの間に接続される前記複数の柔軟部のうちの１つの
湾曲によって、前記後部ケースコンポーネントに対して上方または下方へ折り畳むことが
できる、リング状ガセットコンポーネントと、
を備えるスーツケース。
【請求項４２】
　前記複数の柔軟部の各々は、前記リング状ガセットコンポーネントが前記後部ケースコ
ンポーネントに接続されている縁部から、前記リング状ガセットコンポーネントが前記前
部蓋コンポーネントに接続されている縁部まで及んでおり、前記複数の柔軟部の各々の弾
力性のある変形能力は、前記複数の側壁部の各々の弾力性のある変形能力よりも大きい、
請求項４１に記載のスーツケース。
【請求項４３】
　前記複数の柔軟部の各々の幅は、前記後部ケースコンポーネントから前記前部蓋コンポ
ーネントまで連続的に小さくなっている、請求項４２に記載のスーツケース。
【請求項４４】
　前記リング状ガセットコンポーネントは固定ベルトをさらに備え、前記固定ベルトは第
１のベルト体および第２のベルト体を備え、前記第１のベルト体および前記第２のベルト
体はそれぞれ互いに対向している前記複数の側壁部のうちのいずれか２つに設けられ、お
よび前記第１のベルト体は前記第２のベルト体に着脱可能に接続される、請求項４１に記
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載のスーツケース。
【請求項４５】
　前記前部蓋コンポーネントはベルトを備え、前記ベルトは、前記後部ケースコンポーネ
ントおよび前記リング状ガセットコンポーネントを前記前部蓋コンポーネントに近づける
ために、前記後部ケースコンポーネントおよび前記リング状ガセットコンポーネントを取
り囲むために構成される、請求項４１に記載のスーツケース。
【請求項４６】
　前記前部蓋コンポーネントと前記リング状ガセットコンポーネントは、前記収容スペー
スを形成するために、接続要素によって互いに接続される、請求項４１に記載のスーツケ
ース。
【請求項４７】
　前記接続要素はファスナーである、請求項４６に記載のスーツケース。
【請求項４８】
　前記リング状ガセットコンポーネントは第１の開口部を有し、前記前部蓋コンポーネン
トは第２の開口部を有し、前記ファスナーは２つのチェーンと１つのファスナーヘッドを
備え、前記２つのチェーンはそれぞれ前記第１の開口部の縁部および前記第２の開口部の
縁部に設けられ、前記２つのチェーンの一方の１つの端部は接続部分を形成するように互
いに接続され、および前記ファスナーヘッドは前記２つのチェーンを結ぶかまたは離すた
めに構成される、請求項４７に記載のスーツケース。
【請求項４９】
　前記リング状ガセットコンポーネントは、第１の開口部を有し、および第１の延長部を
さらに備え、前記第１の延長部は前記第１の開口部を形成する前記リング状ガセットコン
ポーネントの縁部に接続され、前記前部蓋コンポーネントは第２の開口部を有し、および
第２の延長部を備え、前記第２の延長部は前記第２の開口部を形成する前記前部蓋コンポ
ーネントの縁部に接続され、前記ファスナーは２つのチェーンおよび２つのファスナーヘ
ッドを備え、前記２つのチェーンの一方は前記第１の開口部の縁部および前記第１の延長
部の縁部の周囲に設けられ、および他方のチェーンは前記第２の開口部の縁部および前記
第２の延長部の縁部の周囲に設けられる、請求項４７に記載のスーツケース。
【請求項５０】
　把持部をさらに備え、前記把持部が第２の延長部に接続されている、請求項４７に記載
のスーツケース。
【請求項５１】
　前記リング状ガセットコンポーネントは第１の開口部を有し、前記前部蓋コンポーネン
トは第２の開口部を有し、前記側壁部のうちの一つは側壁本体および接続体を備え、前記
側壁本体は凹部を有し、前記凹部は前記側壁本体の外側面に設けられ、前記接続体は２つ
の対向縁部を有し、それらの縁部の一方は前記凹部を形成する前記側壁本体の縁部に接続
され、前記接続体の他方の縁部は前記前部蓋コンポーネントの前記第２の開口部の縁部に
接続され、前記ファスナーは２つのチェーンと１つのファスナーヘッドを備え、前記チェ
ーンの一方は前記第１の開口部の縁部および前記凹部の縁部に設けられ、他方の前記チェ
ーンは前記第２の開口部の縁部と前記側壁本体に接続された前記接続体の縁部とに設けら
れ、前記ファスナーヘッドは前記２つのチェーンを結ぶかまたは離すために構成され、お
よび前記ファスナーヘッドが前記２つのチェーンを結ぶと、前記接続体は前記側壁本体の
外側面を覆う、請求項４７に記載のスーツケース。
【請求項５２】
　前記接続体は、前記側壁本体に着脱可能に接続される、請求項５１に記載のスーツケー
ス。
【請求項５３】
　前記ファスナーはプルタブを備え、前記プルタブは、前記ファスナーヘッド上に移動可
能に取り付けられ、および前記収容スペースの外部に設けられる、請求項５１に記載のス
ーツケース。
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【請求項５４】
　前記リング状ガセットコンポーネントは第１の開口部を有し、前記前部蓋コンポーネン
トは第２の開口部を有し、前記側壁部のうちの一つは側壁本体および接続体を備え、前記
側壁本体は凹部を有し、前記凹部は前記第１の開口部の縁部に設けられ、前記接続体は２
つの対向縁部を有し、前記接続体の一方の縁部は、前記凹部を形成する前記側壁本体の縁
部に接続され、前記接続体の少なくとも一部は前記側壁本体から離されており、前記接続
体の他方の縁部は前記前部蓋コンポーネントの前記第２の開口部の縁部に接続され、前記
ファスナーは２つのチェーンとファスナーヘッドを備え、前記２つのチェーンの一方は前
記第１の開口部の縁部および前記凹部の縁部に設けられ、他方のチェーンは前記第２の開
口部の縁部と前記側壁本体に接続された前記接続体の縁部とに設けられ、前記ファスナー
ヘッドは前記２つのチェーンを結ぶかまたは離すために構成される、および前記ファスナ
ーヘッドが前記２つのチェーンを結ぶと、前記接続体と前記側壁本体は、前記側壁部のう
ちの一つを一緒に構成する、請求項４７に記載のスーツケース。
【請求項５５】
　前記側壁部のうちの少なくとも一つに設けられた少なくとも一つの第３の補強要素をさ
らに備える、請求項４１に記載のスーツケース。
【請求項５６】
　ハンドルおよび第４の補強要素をさらに備え、前記ハンドルおよび前記第４の補強要素
は同じ前記側壁部に設けられ、前記ハンドルは前記側壁部の外側面に設けられ、前記側壁
部の前記第４の補強要素の直交突出部の少なくとも一部と前記側壁部の前記ハンドルの直
交突出部は互いに重なっている、請求項４１に記載のスーツケース。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、スーツケースに関し、より具体的には、簡単に保管できるスーツケースに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　旅行者は、長距離旅行の前に、その旅行中に必要なあらゆるものをスーツケースに詰め
込むものだった。しかし、スーツケースの容量の限界により、旅行者は、通常、比較的大
事な持ち物のみをスーツケースに入れて、比較的重要でない持ち物は残していくしかない
可能性がある。旅行者は、スーツケースに入れられない必需品については、目的地に着い
た後に購入する必要がある。そのため、同じ必需品のリピート購入によって生じる無駄を
避けるため、旅行者は、大抵、たくさんの所持品をスーツケースに入れるために、大容量
のスーツケースを好む。
【０００３】
　大容量のスーツケースは、より多くの所持品を収容することができるが、旅行者にとっ
ては、旅行の後に、保管上の問題を生じる可能性がある。特に、家族は、収納スペースが
限られているため、大きなスーツケースの保管に悩まされる。
【０００４】
　そのため、デザイナーにとっては、スーツケースをより都合よく保管するために、旅行
後に、そのサイズを小さくすることができるという特徴を備えたスーツケースをどのよう
にして作るかということが、解決すべき課題となっている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示は、旅行後のユーザに関する保管上の問題を解決するスーツケースを提供する。
【０００６】
　本開示の実施形態は、後部ケースコンポーネントと、前部蓋コンポーネントと、リング
状ガセットコンポーネントとを含むスーツケースを提供する。そのリング状ガセットコン
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ポーネントの２つの対向側部は、収容スペースを形成するように、それぞれ後部ケースコ
ンポーネントの縁部および前部蓋コンポーネントの縁部に接続されている。そのリング状
ガセットコンポーネントは、複数の第１の支持部材および複数の第２の支持部材を含む。
第１の支持部材は、それぞれ後部ケースコンポーネントの角部に設けられている。第２の
支持部材は、それぞれ後部ケースコンポーネントの縁部に設けられている。リング状ガセ
ットコンポーネントは、複数の湾曲部材を含む。その湾曲部材は、第１の支持部材と、第
２の支持部材との間に設けられている。各湾曲部材の弾力性のある変形能力は、各第１の
支持部材の弾力性のある変形能力および各第２の支持部材の弾力性のある変形能力よりも
大きく、また、湾曲部材は湾曲可能であり、第１の支持部材および第２の支持部材を、後
部ケースコンポーネントに対して上方または下方に折り畳むことができるようになってい
る。
【０００７】
　本開示の実施形態は、後部ケースコンポーネントと、前部蓋コンポーネントと、リング
状ガセットコンポーネントを含むスーツケースを提供する。そのリング状ガセットコンポ
ーネントの２つの対向側部は、収容スペースを形成するように、それぞれ後部ケースコン
ポーネントの縁部および前部蓋コンポーネントの縁部に接続されている。リング状ガセッ
トコンポーネントは、互いに接続されている複数の湾曲部分および複数の側壁部分を含む
。その湾曲部分は、それぞれ後部ケースコンポーネントの角部に設けられている。その側
壁部分は、それぞれ後部ケースコンポーネントの縁部に設けられている。各湾曲部分の弾
力性のある変形能力は、各側壁部分の弾力性のある変形能力よりも大きく、また、その湾
曲部分は湾曲可能であり、その側壁部分は、後部ケースコンポーネント上で上方または下
方へ折り畳むことができるようになっている。
【０００８】
　本開示の実施形態は、後部ケースコンポーネントと、前部蓋コンポーネントと、リング
状ガセットコンポーネントとを含むスーツケースを提供する。そのリング状ガセットコン
ポーネントの２つの対向側部は、収容スペースを形成するように、それぞれ後部ケースコ
ンポーネントの縁部および前部蓋コンポーネントの縁部に接続されている。そのリング状
ガセットコンポーネントは、複数の第１の収容部と、複数の第２の収容部と、複数の第１
の補強要素と、複数の第２の補強要素とを含む。第１の収容部は、それぞれ後部ケースコ
ンポーネントの角部に設けられている。第２の収容部は、それぞれ後部ケースコンポーネ
ントの縁部に設けられている。各第１の収納部材は、各第２の収納部材から離れている。
第１の補強要素は、それぞれ第１の収容部に着脱可能に設けられている。第２の補強要素
は、複数の湾曲部材を形成するように、それぞれ第２の収容部に着脱可能に設けられてい
る。各湾曲部材の弾力性のある変形能力は、各第１の収容部の弾力性のある変形能力およ
び各第２の収容部の弾力性のある変形能力よりも大きく、また、その湾曲部材は湾曲可能
であり、第２の収容部を後部ケースコンポーネントに対して上方または下方へ折り畳むこ
とができるようになっている。
【０００９】
　本開示の実施形態は、後部ケースコンポーネントと、前部蓋コンポーネントと、リング
状ガセットコンポーネントとを含むスーツケースを提供する。そのリング状ガセットコン
ポーネントの２つの対向側部は、閉じることが可能な収容スペースを形成するように、そ
れぞれ後部ケースコンポーネントおよび前部蓋コンポーネントに接続されている。そのリ
ング状ガセットコンポーネントは、柔軟部を接続するために構成されている複数の側壁部
および複数の側壁部を含む。各柔軟部の弾力性のある変形能力は、各側壁部の弾力性のあ
る変形能力よりも大きい。複数の柔軟部のうちの１つと、リング状ガセットコンポーネン
トとの間には、鋭角が形成されている。互いに隣接している各２つの側壁は、それらの間
に接続されている複数の柔軟部のうちの１つの湾曲によって、後部ケースコンポーネント
上で上方または下方へ折り畳むことができる。
【００１０】
　上述したように上記スーツケースによれば、そのリング状ガセットコンポーネントは、
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異なる弾力性のある変形能力のある複数の湾曲部材および複数の支持部材で構成され、お
よびその湾曲部材は湾曲可能であるため、ユーザは、その支持部材を下方へ折り畳んで、
その支持部材を後部ケースコンポーネント上に重ねることができる。こうすることにより
、折り畳まれた後のスーツケースのサイズは、折り畳まれる前のそのスーツケースのサイ
ズよりもかなり小さくなり、ユーザが、スーツケースを都合よく保管することが可能にな
る。
【００１１】
　くわえて、そのリング状ガセットコンポーネントは、異なる弾力性のある変形能力を有
する複数の湾曲部分および複数の側壁部分で構成され、およびその湾曲部分は湾曲可能で
あるため、ユーザは、その側壁部分を下方へ折り畳んで、後部ケースコンポーネントに対
してその側壁部分を閉じることができる。こうすることにより、折り畳まれた後のスーツ
ケースのサイズは、折り畳まれる前のそのスーツケースのサイズよりもかなり小さくなり
、ユーザが、スーツケースを都合よく保管することが可能になる。
【００１２】
　さらに、上記で開示したスーツケースの場合、各柔軟部と後部ケースコンポーネントと
の間には鋭角が形成され、その柔軟部の弾力性のある変形能力は、全ての側壁部の弾力性
のある変形能力よりも大きく、およびその柔軟部は湾曲可能であるため、互いに隣接して
いる２つの側壁部は、それらの間に接続されている柔軟部の湾曲によって、後部ケースコ
ンポーネントに対して上方または下方へ折り畳むことができ、その結果、折り畳まれた後
のそのスーツケースのサイズは、折り畳まれる前のそのスーツケースのサイズよりもかな
り小さくなり、ユーザが、そのスーツケースを都合よく保管することを可能にする。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
　本発明は、以下に示す詳細な説明と、単に例示のために作成され、そのため、本発明に
関して非限定的である添付図面とからより十分に理解されるであろう。
【図１】本開示の第１の実施形態によるスーツケースの斜視図である。
【図２】開けられている図１のスーツケースの斜視図である。
【図３】図２のリング状ガセットコンポーネントの部分拡大断面図である。
【図４】図２のファスナーの拡大図である。
【図５】図２の保管プロセスに関する概略図である。
【図６】図２の保管プロセスに関する概略図である。
【図７】図２の保管プロセスに関する概略図である。
【図８】図２の保管プロセスに関する概略図である。
【図９】本開示の第２の実施形態によるスーツケースの斜視図である。
【図１０】開けられている図９のスーツケースの斜視図である。
【図１１】図１０のファスナーの拡大図である。
【図１２】図１０の保管プロセスに関する概略図である。
【図１３】図１０の保管プロセスに関する概略図である。
【図１４】図１０の保管プロセスに関する概略図である。
【図１５】図１０の保管プロセスに関する概略図である。
【図１６】本開示の第３の実施形態による、開けられているスーツケースの前部蓋コンポ
ーネントの斜視図である。
【図１７】本開示の第４の実施形態によるスーツケースの斜視図である。
【図１８】開けられている図１７のスーツケースの斜視図である。
【図１９Ａ】図１８の拡大図である。
【図１９Ｂ】図１９Ａの断面図である。
【図１９Ｃ】曲げられている図１９Ａのスーツケースの斜視図である。
【図２０】図１８のファスナーの拡大図である。
【図２１】図１８の保管プロセスに関する概略図である。
【図２２】図１８の保管プロセスに関する概略図である。
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【図２３】図１８の保管プロセスに関する概略図である。
【図２４】図１８の保管プロセスに関する概略図である。
【図２５】本開示の第５の実施形態によるスーツケースの斜視図である。
【図２６】開けられている図２５のスーツケースの斜視図である。
【図２７Ａ】図２６の部分拡大図である。
【図２７Ｂ】曲げられている図２７Ａのスーツケースの斜視図である。
【図２８】図２６のファスナーの拡大図である。
【図２９】本開示の第６の実施形態による、開けられているスーツケースの斜視図である
。
【図３０】図２６のスーツケースの保管プロセスに関する概略図である。
【図３１】図２６のスーツケースの保管プロセスに関する概略図である。
【図３２】図２６のスーツケースの保管プロセスに関する概略図である。
【図３３】図２６のスーツケースの保管プロセスに関する概略図である。
【図３４】本開示の第７の実施形態によるスーツケースの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下の詳細な説明においては、説明目的のため、開示されている実施形態の深い理解を
もたらすように、多くの具体的な詳細が記載されている。しかし、それらの具体的な詳細
を要することなく、一つ以上の実施形態を実施できることは明らかであろう。その他の例
では、図を簡略化するために、周知の構造および装置は概略的に示されている。
【００１５】
　図１～図４を参照されたい。図１は、本開示の第１の実施形態によるスーツケースの斜
視図である。図２は、開けられている図１のスーツケースの斜視図である。図３は、図２
のリング状ガセットコンポーネントの部分拡大断面図である。図４は、図２のファスナー
の拡大図である。
【００１６】
　この実施形態において、スーツケース１０は、後部ケースコンポーネント１００と、前
部蓋コンポーネント２００と、リング状ガセットコンポーネント３００とを含む。後部ケ
ースコンポーネント１００および前部蓋コンポーネント２００は、より良好な保護をもた
らすために、比較的硬い材料で作られている。例えば、後部ケースコンポーネント１００
および前部蓋コンポーネント２００は、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）
、エチレン酢酸ビニル（ＥＶＡ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）またはアクリロニトリル・
ブタジエン・スチレン（ＡＢＳ）樹脂等のプラスチックプレートで形成されるか、または
、ファブリックで形成されている。
【００１７】
　リング状ガセットコンポーネント３００の２つの対向側部は、収容スペース３３０を形
成するために、それぞれ後部ケースコンポーネント１００の縁部および前部蓋コンポーネ
ント２００の縁部に接続されている。この実施形態において、リング状ガセットコンポー
ネント３００は、例えば、１２６８Ｄファブリック、ＰＥ、ＰＶＣ、ＰＰ、ＥＶＡまたは
ＡＢＳ、および籐ファブリック、ブタジエン樹脂（ＳＢＲ）、１５０Ｄジャージファブリ
ック、ポリウレタン（ＰＵ）、ゴム、熱可塑性ポリウレタン（ＴＰＵ）、サンドイッチメ
ッシュ生地、ネオプレン、ポリエステル、熱可塑性ゴム（ＴＰＲ）、ウェビングまたは革
等の比較的軟らかい材料を含む複合材料で形成されている。具体的には、リング状ガセッ
トコンポーネント３００は、複数の側壁部３１００と、側壁部３１００に接続して収容ス
ペース３３０を形成するために構成されている複数の柔軟部３２００とを有している。
【００１８】
　各柔軟部３２００は、リング状ガセットコンポーネント３００が後部ケースコンポーネ
ント１００に接続されている縁部から、リング状ガセットコンポーネント３００が前部蓋
コンポーネント２００に接続されている縁部までの方向に沿って延びており、また、各柔
軟部３２００と、後部ケースコンポーネント１００との間には鋭角θが形成されている。
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具体的には、この実施形態において、柔軟部３２００は、それぞれ、リング状ガセットコ
ンポーネント３００の角部から、それぞれスーツケース１０の上部側および底部側に設け
られている側壁部３１００まで延びて鋭角θを形成しているが、本開示はそのことに限定
されない。例えば、いくつかの実施形態において、柔軟部３２００は、それぞれ、リング
状ガセットコンポーネント３００の角部から、スーツケース１０の右側および左側に設け
られている側壁部３１００まで延ばすことができる。
【００１９】
　この実施形態において、各柔軟部３２００の幅は後部ケースコンポーネント１００から
前部蓋コンポーネント２００まで連続的に小さくなっているが、本開示はそのことに限定
されない。例えば、いくつかの実施形態において、各柔軟部３２００の幅は、一定である
か、または、後部ケースコンポーネント１００から離れていく方向に徐々に増加していく
。各柔軟部３２００の弾力性のある変形能力は、各側壁部３１００の弾力性のある変形能
力よりも大きく、また、柔軟部３２００は湾曲可能であるため、互いに隣接しているそれ
ぞれ２つの側壁部３１００は、それらの間に接続されている柔軟部３２００のうちの１つ
の湾曲によって、後部ケースコンポーネント１００に対して上方または下方へ折り畳むこ
とができ、それによって、保管位置および使用位置を有している。
【００２０】
　具体的には、この実施形態において、側壁部３１００の各々は、例えば、互いに積層さ
れているＰＵ　１６８２Ｄファブリック層３３１０と、ＥＶＡ層３３２０と、ＰＰプレー
ト層３３３０とで形成されている。柔軟部３２００の各々は、例えば、互いに積層されて
いる籐ファブリック層３３４０と、ＳＢＲ層３３５０と、１５０Ｄジャージファブリック
層３３６０とで形成されている。さらに、籐ファブリック層３３４０、ＳＢＲ層３３５０
および１５０Ｄジャージファブリック層３３６０の弾力性のある変形能力は、ＰＵ　１６
８２Ｄファブリック層３３１０、ＥＶＡ層３３２０、ＰＰプレート層３３３０の弾力性の
ある変形能力よりも大きく、また、籐ファブリック層３３４０、ＳＢＲ層３３５０および
１５０Ｄジャージファブリック層３３６０は湾曲可能であるため、柔軟部３２００が曲げ
られた場合、互いに隣接している２つの側壁部３１００は、後部ケースコンポーネント１
００に対して上方または下方へ折り畳むことができる。サトウキビ生地層８４０は、例え
ば、ＳＢＲで形成されている。この実施形態において、そのＳＢＲ層の厚さは３ｍｍであ
り、ＥＶＡ層の厚さは１．５ｍｍであり、ＰＰプレート層の厚さは０．８ｍｍであるが、
本開示はこれらに限定されない。
【００２１】
　この実施形態において、リング状ガセットコンポーネント３００は、第１の開口部３４
０を有している。前部蓋コンポーネント２００は、第２の開口部２１０を有している。側
壁部３１００のうちの１つは、側壁本体３８６および接続体３８７を含む。側壁本体３８
６は、外側面３８６ａおよび凹部３８６ｂを有している。凹部３８６ｂは、側壁本体３８
６の外側面３８６ａに設けられている。接続体３８７は、２つの対向縁部を有し、それら
の縁部の一方は、凹部３８６ｂを形成している側壁本体３８６の縁部に接続され、他方の
縁部は、前部蓋コンポーネント２００の第２の開口部２１０の縁部に接続されている。換
言すれば、接続体３８７は、前部蓋コンポーネント２００と、側壁本体３８６との間に接
続されている。いくつかの実施形態において、側壁本体３８６は、凹部３８６ｂに対応す
るくぼみを有している。
【００２２】
　前部蓋コンポーネント２００は、収容スペース３３０を形成するために、ファスナー４
００によって、リング状ガセットコンポーネント３００に接続されている。ファスナー４
００は、２つのチェーン４１０と、２つのファスナーヘッド４２０と、２つのプルタブ４
３０とを含む。チェーン４１０の一方は、第１の開口部３４０の縁部および凹部３８６ｂ
の縁部の周りに配置されている。他方のチェーン４１０は、第２の開口部２１０の縁部お
よび接続体３８７の縁部の周りに配置されている。２つのファスナーヘッド４２０は、ス
ーツケース１０を閉じたり開けたりするために、２つのチェーン４１０をくくるか、また
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は分離するために構成され、接続体３８７が側壁本体３８６を覆ったり、または覆わなか
ったりすることを可能にしている。２つのプルタブ４３０は、それぞれ、ファスナーヘッ
ド４２０上に移動可能に取り付けられ、および収容スペース３３０の外側に設けられてい
る。本開示は、ファスナーヘッド４２０の数に制限はない。例えば、いくつかの実施形態
において、ファスナーヘッド４２０の数は１つである。ファスナー４００は、前部蓋コン
ポーネント２００とリング状ガセットコンポーネント３００を接続するための接続要素の
うちのちょうど１つであり、また、上述した接続要素は、例えば、ベルクロ（登録商標）
またはボタンである。
【００２３】
　この実施形態およびいくつかの実施形態において、リング状ガセットコンポーネント３
００はさらに、固定ベルト３４００を含む。固定ベルト３４００は、第１のベルト体３４
１０および第２のベルト体３４２０を含む。第１のベルト体３４１０および第２のベルト
体３４２０はそれぞれ、いずれかの２つの対向する側壁部３１００に設けられている。第
１のベルト体３４１０は、第２のベルト体３４２０に着脱可能に接続される。この実施形
態において、第１のベルト体３４１０および第２のベルト体３４２０は、それぞれ、左側
の側壁部３１００および右側の側壁部３１００に設けられているが、本開示はそのことに
限定されない。例えば、いくつかの実施形態において、第１のベルト体３４１０および第
２のベルト体３４２０は、上側の側壁部３１００および底部の側壁部３１００に配置する
ことができる。右、左、上、底部、前部、後部等の方向に関する単語は、本願明細書にお
いて用いる場合、そのキャスターの位置に基づいている。例えば、それらのキャスターが
設けられている側は、底部側と定義される。
【００２４】
　この実施形態およびいくつかの実施形態において、前部蓋コンポーネント２００はさら
に、ベルト３９５を含む。ベルト３９５は、第１のベルト体３９６および第２のベルト体
３９７を含む。第１のベルト体３９６および第２のベルト体３９７は、前部蓋コンポーネ
ント２００上に設けられている。第１のベルト体３９６は、第２のベルト体３９７に着脱
可能に接続される。くわえて、第１のベルト体３９６および第２のベルト体３９７は、前
部蓋コンポーネント２００の上側および底部側に設けられているが、本開示は、そのこと
に限定されない。例えば、いくつかの実施形態においては、第１のベルト体３９６および
第２のベルト体３９７は、前部蓋コンポーネント２００の左側および右側に設けられる。
【００２５】
　この実施形態およびいくつかの実施形態において、スーツケース１０はさらに、それぞ
れ、スーツケース１０の右側および左側に設けられている２つの側壁部３１００に設けら
れた２つの第３の補強要素３５１０を含む。本開示では、第３の補強要素３５１０の数に
制限はない。例えば、いくつかの実施形態において、第３の補強要素３５１０の数は３つ
であり、３つの第３の補強要素３５１０は、それぞれ、側壁部３１００のうちの３つに設
けられている。
【００２６】
　この実施形態およびいくつかの実施形態において、スーツケース１０はさらに、ハンド
ル３６１０および第４の補強要素３６２０を含む。ハンドル３６１０および第４の補強要
素３６２０は、同じ側壁部３１００上に設けられている。ハンドル３６１０は、側壁部３
１００の外側面に設けられている。側壁部３１００上の第４の補強要素３６２０の直交突
出部は、側壁部３１００上のハンドル３６１０の直交突出部に少なくとも部分的に重なっ
ており、それによって、側壁部３１００の構造強度を向上させている。
【００２７】
　この実施形態において、第３の補強要素３５１０および第４の補強要素３６２０は、例
えば、ハニカム構造のボードである。それらのハニカム構造のボードの各々は、例えば、
６ｍｍの厚さを有している。
【００２８】
　くわえて、この実施形態およびいくつかの実施形態において、そのハニカム構造のボー
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ドは、スーツケース１０の支持力を向上させるために、底部側の側壁部３１００に設ける
ことができる。
【００２９】
　以下、この実施形態のスーツケース１０の保管プロセスについて説明する。図２と、図
２の保管プロセスに関する概略図である図５～図８を参照されたい。
【００３０】
　まず、図２に示すように、後部ケースコンポーネント１００に対して、リング状ガセッ
トコンポーネント３００が開けられて使用位置にあるため、ユーザが、収容スペース３３
０に物を入れることが可能になっている。次に、リング状ケースフレーム３００を折り畳
む動作が始まる。図５に示すように、２つの対向する側壁部３１００が押されて、または
下方へ折り畳まれて、それぞれ隣接する側壁部３１００の間に接続されている柔軟部３２
００上に折り目３１１が形成される。
【００３１】
　次いで、図６に示すように、残りの２つの対向する側壁部３１００が押されて、または
下方へ折り畳まれ、その結果、全ての側壁部３１００は、後部ケースコンポーネント１０
０に対して閉じることができ、および保管位置にすることができる。より具体的には、柔
軟部３２００が曲げられると、各柔軟部３２００に接続された、どの隣接する２つの側壁
部３１００も、柔軟部３２００の弾力性のある変形能力により、後部ケースコンポーネン
ト１００に対して閉じられることになり、また、各側壁部３１００は、曲げられて湾曲ラ
イン３１２を形成することになる。そして、側壁部３１００を保管位置に固定するために
、第１のベルト体３４１０が第２のベルト体３４２０に取り付けられる。
【００３２】
　次に、図７に示すように、後部ケースコンポーネント１００と、格納されたリング状ガ
セットコンポーネント３００とが、前部蓋コンポーネント２００上に積み重ねられる。最
後に、図８に示すように、第１のベルト体３９６および第２のベルト体３９７がバックル
でしっかり留められて、後部ケースコンポーネント１００と前部蓋コンポーネント２００
が一緒にくくられる。さらに、図８と図１を比較することにより、保管位置におけるスー
ツケース１０のサイズが、使用位置におけるスーツケース１０のサイズよりもかなり小さ
いことは明白である。
【００３３】
　図９～図１２を参照されたい。図９は、本開示の第２の実施形態によるスーツケースの
斜視図であり、図１０は、開けられている図９のスーツケースの斜視図であり、図１１は
、図１０のファスナーの拡大図である。
【００３４】
　この実施形態において、スーツケース１０は、後部ケースコンポーネント１００と、前
部蓋コンポーネント２００と、リング状ガセットコンポーネント３００とを含む。後部ケ
ースコンポーネント１００および前部蓋コンポーネント２００は、より良好な保護をもた
らすために、比較的硬い材料で形成されている。例えば、後部ケースコンポーネント１０
０および前部蓋コンポーネント２００は、ＰＥ、ＰＰ、ＥＶＡ、ＰＶＣまたはＡＢＳ樹脂
等のプラスチックプレートで形成されるか、または、ファブリックで形成されている。
【００３５】
　リング状ガセットコンポーネント３００の２つの対向する側部は、収容スペース３３０
を形成するために、それぞれ、後部ケースコンポーネント１００の縁部および前部蓋コン
ポーネント２００の縁部に接続されている。この実施形態において、リング状ガセットコ
ンポーネント３００は、例えば、ＰＥ、ＰＶＣ、ＰＰ、ＥＶＡまたはＡＢＳ、およびＰＵ
、ゴム、ＴＰＵ、サンドイッチメッシュ生地、ネオプレン、ポリエステル、ＴＰＲ、ウェ
ビングまたは革等の比較的軟らかい材料を含む複合材料で形成されている。具体的には、
リング状ガセットコンポーネント３００は、複数の第１の支持部３８０と、第１の支持部
３８０に接続される複数の第２の支持部３８５とを有している。第１の支持部３８０は、
それぞれ、後部ケースコンポーネント１００の角部に設けられ、また、第２の支持部３８



(16) JP 2016-507309 A 2016.3.10

10

20

30

40

50

５は、それぞれ、後部ケースコンポーネント１００の縁部に設けられている。
【００３６】
　第１の支持部３８０および第２の支持部３８５の内側の材質は、例えば、鉄製のワイヤ
ーフレーム、木製プレート、プラスチックプレート、鉄製プレート、アルミプレートまた
はマグネシウム合金プレートで形成されている。
【００３７】
　リング状ガセットコンポーネント３００は、複数の湾曲部３９０を含む。各湾曲部３９
０は、互いに隣接し、および後部ケースコンポーネント１００から前部蓋コンポーネント
２００まで及んでいる第１の支持部３８０と第２の支持部３８５との間に設けられている
。換言すれば、各湾曲部３９０の２つの対向側部は、それぞれ、第１の支持部３８０およ
び第２の支持部３８５に接続されている。くわえて、各湾曲部３９０の弾力性のある変形
能力は、各第１の支持部３８０の弾力性のある変形能力および各第２の支持部３８５の弾
力性のある変形能力よりも大きく、また、湾曲部３９０は湾曲可能であり、第１の支持部
３８０および第２の支持部３８５を、保管位置になるように後部ケースコンポーネント１
００に対して閉じること、および使用位置になるようにそれらの支持部を後部ケースコン
ポーネント１００に対して開けることが可能になっている。
【００３８】
　具体的には、この実施形態において、第１の支持部３８０の各々は、例えば、互いに積
層されている、ＰＶＣ層８１０、ＥＶＡ層８２０、ＰＰプレート層８３０、サトウキビ生
地層８４０、ネオプレン層８５０およびＰＶＣ底部層８６０で形成されている。第２の支
持部３８５の各々は、例えば、互いに積層されている、ＰＶＣ層８１０、ＥＶＡ層８２０
およびＰＰプレート層８３０で形成されている。また、各湾曲部３９０は、互いに隣接し
ている第１の支持部３８０のうちの１つと第２の支持部３８５のうちの１つとの間に設け
られている。各湾曲部３９０は、例えば、サトウキビ生地層８４０、ネオプレン層８５０
およびＰＶＣ底部層８６０で形成されている。サトウキビ生地層８４０、ネオプレン層８
５０およびＰＶＣ底部層８６０の弾力性のある変形能力は、ＰＶＣ層８１０およびＰＰプ
レート層８３０の弾力性のある変形能力よりも大きく、およびサトウキビ生地層８４０、
ネオプレン層８５０およびＰＶＣ底部層８６０は湾曲可能であるため、第１の支持部３８
０および第２の支持部３８５は、後部ケースコンポーネント１００に対して、上方または
下方へ折り畳むことができ、それによって、保管位置および使用位置を有している。上述
したサトウキビ生地層８４０は、例えば、ＳＢＲで形成されている。この実施形態および
いくつかの実施形態において、上述したＰＶＣ底部層８６０は、ＰＶＣ膜を用いて取り付
けられる。さらに、この実施形態において、ＰＰプレート層８３０は、縫製によって、第
１の支持部３８０および第２の支持部３８５の内側に設けられているが、本開示はそのこ
とに限定されない。いくつかの実施形態において、ＰＰプレート層８３０は、第１の支持
部３８５および第２の支持部３９０の内側に着脱可能に設けられる。
【００３９】
　この実施形態において、リング状ガセットコンポーネント３００は第１の開口部３４０
を有し、および前部蓋コンポーネント２００は第２の開口部２１０を有している。第２の
支持部３８５のうちの１つは、側壁本体３８６および接続体３８７を含む。側壁本体３８
６は、外側面３８６ａおよび凹部３８６ｂを有している。凹部３８６ｂは、側壁本体３８
６の外側面３８６ａに設けられている。接続体３８７は、２つの対向する後方縁部を有し
、接続体３８７の一方の縁部は、凹部３８６ｂを形成する側壁本体３８６の縁部に接続さ
れている。接続体３８７の他方の縁部は、前部蓋コンポーネント２００の第２の開口部２
１０の縁部に接続されている。すなわち、接続体３８７は、前部蓋コンポーネント２００
と側壁本体３８６との間に接続されている。
【００４０】
　さらに、前部蓋コンポーネント２００は、収容スペース３３０を形成するために、ファ
スナー４００によって、リング状ガセットコンポーネント３００に接続されている。ファ
スナー４００は、２つのチェーン４１０と、２つのファスナーヘッド４２０と、２つのプ
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ルタブ４３０とを含む。チェーン４１０の一方は、第１の開口部３４０の縁部および凹部
３８６ｂの縁部を包囲するために構成されている。他方のチェーン４１０は、第２の開口
部２１０の縁部および接続体３８７の縁部を包囲するために構成されている。２つのファ
スナーヘッド４２０は、２つのチェーン４１０を結んでスーツケース１０を閉じるか、ま
たは、２つのチェーン４１０を引き離してスーツケース１０を開けるために構成され、接
続体３８７が側壁本体３８６を覆うこと、または、該接続体を該側壁本体から引き離すこ
とを可能にする。２つのプルタブ４３０は、それぞれ、ファスナーヘッド４２０上に移動
可能に取り付けられ、および収容スペース３３０の外側に配置されている。本開示では、
ファスナーヘッド４２０の数に制限はない。いくつかの実施形態において、ファスナーヘ
ッド４２０の数は１つである。ファスナー４００は、前部蓋コンポーネント２００とリン
グ状ガセットコンポーネント３００を接続するための接続要素のうちの１つにすぎないが
、本開示はそのことに限定されない。いくつかの実施形態において、上述した接続要素は
、例えば、ベルクロ（登録商標）またはボタンである。
【００４１】
　この実施形態およびいくつかの実施形態において、リング状ガセットコンポーネント３
００はさらに、ベルト３９５を含む。ベルト３９５は、第１のベルト体３９６および第２
のベルト体３９７を含む。第１のベルト体３９６と第２のベルト体３９７は、リング状ガ
セットコンポーネント３００の外側面に着脱可能に設けられているが、本開示はそのこと
に限定されない。いくつかの実施形態において、第１のベルト体３９６および第２のベル
ト体３９７は、リング状ガセットコンポーネント３００の内側面に設けられる。さら別の
実施形態においては、第１のベルト体３９６は、リング状ガセットコンポーネント３００
の外側面に直接接続され、すなわち、第１のベルト体３９６とリング状ガセットコンポー
ネント３００は、着脱可能になっていない。第１のベルト体３９６が第２のベルト体３９
７に接続されると、各第１の支持部３８０および各第２の支持部３８５は、保管位置に固
定することができる。さらに、この実施形態において、第１のベルト体３９６および第２
のベルト体３９７は、それぞれ、リング状ガセットコンポーネント３００の上側および底
部側に設けられているが、本開示はそのことに限定されない。いくつかの実施形態におい
ては、第１のベルト体３９６と第２のベルト体３９７は、それぞれ、リング状ガセットコ
ンポーネント３００の右側および左側に設けられている。
【００４２】
　また、この実施形態およびいくつかの実施形態において、スーツケース１０はさらに、
把持部９３０を含む。把持部９３０は、第２の延長部２３０に接続されている。ユーザは
、第２の延長部２３０の位置を保持するために、把持部９３０をつかんで、他方の手でフ
ァスナーヘッド４２０を引っ張ることができる。しかし、いくつかの実施形態においては
、把持部９３０は、第１の延長部３９８に接続されているが、本開示はそのことに限定さ
れない。
【００４３】
　以下、この実施形態のスーツケース１０の保管プロセスについて説明する。図１０と、
図１２～図１５を参照されたい。図１２～図１５は、図１０の保管プロセスの概略図であ
る。
【００４４】
　まず、図１０に示すように、まず、図２に示すように、リング状ガセットコンポーネン
ト３００が、後部ケースコンポーネント１００に対して開けられ、その結果として、使用
位置にあり、ユーザが、物を収容スペース３３０に入れることが可能になる。次に、リン
グ状ケースフレーム３００を折り畳む動作が始まる。図１２に示すように、２つの対向す
る第２の支持部３８５が押されるか、または、下方に折り畳まれて、湾曲部３９０に折り
目３１１を形成する。
【００４５】
　次いで、図１３に示すように、残りの２つの対向する第２の支持部３８５が押されるか
、または下方に折り畳まれ、その結果、第１の支持部３８０および第２の支持部３８５は
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、保管位置になるように、後部ケースコンポーネント１００上に重ねることができる。次
に、図１４に示すように、前部蓋コンポーネント２００が、後部ケースコンポーネント１
００および格納されたリング状ガセットコンポーネント３００上に重ねられる。最後に、
図１５に示すように、第１のベルト体３９６および第２のベルト体３９７が、バックルで
しっかり留められて、後部ケースコンポーネント１００と前部蓋コンポーネント２００が
一緒にくくられる。さらに、図１５と図９を比較することにより、保管位置におけるスー
ツケース１０のサイズが、使用位置におけるスーツケース１０のサイズよりもかなり小さ
いことは明らかである。
【００４６】
　スーツケース１０を格納または折り畳む場合、図１２に示すように、ユーザがスーツケ
ース１０を格納または折り畳むのを前部蓋コンポーネント２００が妨げないことを確実に
するために、接続体３８７が、側壁本体３８６の外側面に対して曲げられるか、または、
該外側面から離されて、前部蓋コンポーネント２００と第２の支持部３８６との間の距離
が大きくされる。
【００４７】
　したがって、プルタブ４３０は、収容スペース３３０の外側に設けることができる。ユ
ーザは、スーツケース１０の外部からプルタブ４３０を引っ張ることによって、前部蓋コ
ンポーネント２００を開けることができる。
【００４８】
　上述した凹部３８６ｂは第２の支持部３８５を貫通してはいないが、本開示はそのこと
に限定されない。いくつかの実施形態において、凹部３８６ｂは、第２の支持部３８５を
貫通している。本開示の実施形態による、開けられているスーツケースの前部蓋コンポー
ネントの斜視図である図１６を参照されたいが、第３の実施形態と同様の図９に示すよう
な部材は、さらに説明はしない。
【００４９】
　この実施形態において、リング状ガセットコンポーネント３００は、第１の開口部３４
０を有している。前部蓋コンポーネント２００は、第２の開口部２１０を有している。第
２の支持部３８５の１つは、側壁本体３８６および接続体３８７を含む。側壁本体３８６
は、凹部３８６ｂを有している。凹部３８６ｂは、第１の開口部３４０の縁部に設けられ
ている。接続体３８７は、２つの対向する縁部を有しており、それらの縁部の一方は、凹
部３８６ｂを形成する側壁本体３８６の縁部に接続され、また、他方の縁部は、前部蓋コ
ンポーネント２００の第２の開口部２１０の縁部に接続されている。ファスナー４００は
、２つのチェーン４１０と、２つのファスナーヘッド４２０と、２つのプルタブ４３０と
を含む。チェーン４１０の一方は、第１の開口部３４０の縁部および凹部３８６ｂの縁部
の周辺に設けられている。他方のチェーン４１０は、第２の開口部２１０の縁部および接
続体３８７の縁部の周囲に設けられている。２つのファスナーヘッド４２０は、２つのチ
ェーン４１０を結ぶか、または分離するために構成されている。ファスナーヘッド４２０
がチェーン４１０を結ぶと、接続体３８７および側壁本体３８６は一緒に、第２の支持部
３８５のうちの１つを構成する。
【００５０】
　図１７～図２０を参照されたい。図１７は本開示の第４の実施形態によるスーツケース
の斜視図であり、図１８は開けられている図１７のスーツケースの斜視図であり、図１９
Ａは図１８の拡大図であり、図１９Ｂは図１９Ａの断面図であり、図１９Ｃは湾曲されて
いる図１９Ａのスーツケースの斜視図であり、図２０は図１８のファスナーの拡大図であ
る。
【００５１】
　この実施形態において、スーツケース１０は、後部ケースコンポーネント１００と、前
部蓋コンポーネント２００と、リング状ガセットコンポーネント３００とを含む。後部ケ
ースコンポーネント１００および前部蓋コンポーネント２００は、より良好な保護をもた
らすために、比較的硬い材料で形成されている。例えば、後部ケースコンポーネント１０
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０および前部蓋コンポーネント２００は、ＰＥ、ＰＰ、ＥＶＡ、ＰＶＣまたはＡＢＳ樹脂
等のプラスチックプレートで形成されるか、または、ファブリックで形成されている。
【００５２】
　リング状ガセットコンポーネント３００の２つの対向する側部は、収容スペース３３０
を形成するために、それぞれ、後部ケースコンポーネント１００の縁部および前部蓋コン
ポーネント２００の縁部に接続されている。この実施形態において、リング状ガセットコ
ンポーネント３００は、例えば、ＰＥ、ＰＶＣ、ＰＰ、ＥＶＡまたはＡＢＳ、およびＰＵ
、ゴム、ＴＰＵ、サンドイッチメッシュ生地、ネオプレン、ポリエステル、ＴＰＲ、ウェ
ビングまたは革等の比較的軟らかい材料を含む複合材料で形成されている。具体的には、
リング状ガセットコンポーネント３００は、複数の第１の支持部３８０と、第１の支持部
３８０に接続される複数の第２の支持部３８５とを有している。第１の支持部３８０は、
それぞれ、後部ケースコンポーネント１００の角部に設けられ、また、第２の支持部３８
５は、それぞれ、後部ケースコンポーネント１００の側部に設けられている。第１の支持
部３８０および第２の支持部３８５の内側の材質は、例えば、鉄製のワイヤーフレーム、
木製プレート、プラスチックプレート、鉄製プレート、アルミプレートまたはマグネシウ
ム合金プレートで形成されている。
【００５３】
　リング状ガセットコンポーネント３００は、複数の湾曲部３９０を含む。各湾曲部３９
０は、互いに隣接し、および後部ケースコンポーネント１００から前部蓋コンポーネント
２００まで及んでいる第１の支持部３８０と第２の支持部３８５との間に設けられている
。換言すれば、各湾曲部３９０の２つの対向側部は、それぞれ、第１の支持部３８０およ
び第２の支持部３８５に接続されている。くわえて、各湾曲部３９０の弾力性のある変形
能力は、各第１の支持部３８０の弾力性のある変形能力および各第２の支持部３８５の弾
力性のある変形能力よりも大きく、また、湾曲部３９０は湾曲可能であり、第１の支持部
３８０および第２の支持部３８５を、保管位置になるように後部ケースコンポーネント１
００に対して閉じること、および使用位置になるようにそれらの支持部を後部ケースコン
ポーネント１００に対して開けることが可能になっている。
【００５４】
　具体的には、この実施形態において、第１の支持部３８０の各々は、例えば、互いに積
層されている、ＰＶＣ層８１０、ＥＶＡ層８２０、ＰＰプレート層８３０、サトウキビ生
地層８４０、ネオプレン層８５０およびＰＶＣ底部層８６０で形成されている。第２の支
持部３８５の各々は、例えば、互いに積層されている、ＰＶＣ層８１０、ＥＶＡ層８２０
およびＰＰプレート層８３０で形成されている。また、各湾曲部３９０は、互いに隣接し
ている、第１の支持部３８０のうちの１つと、第２の支持部３８５のうちの１つとの間に
設けられている。各湾曲部３９０は、例えば、サトウキビ生地層８４０、ネオプレン層８
５０およびＰＶＣ底部層８６０で形成されている。サトウキビ生地層８４０、ネオプレン
層８５０およびＰＶＣ底部層８６０の弾力性のある変形能力は、ＰＶＣ層８１０およびＰ
Ｐプレート層８３０の弾力性のある変形能力よりも大きく、およびサトウキビ生地層８４
０、ネオプレン層８５０およびＰＶＣ底部層８６０は湾曲可能であるため、第１の支持部
３８０および第２の支持部３８５は、後部ケースコンポーネント１００に対して、上方ま
たは下方へ折り畳むことができ、それによって、保管位置および使用位置を有している。
上述したサトウキビ生地層８４０は、例えば、ＳＢＲで形成されている。この実施形態お
よびいくつかの実施形態において、上述したＰＶＣ底部層８６０は、ＰＶＣ膜を用いて取
り付けられる。さらに、この実施形態において、ＰＰプレート層８３０は、縫製によって
、第１の支持部３８０および第２の支持部３８５の内側に設けられているが、本開示は、
そのことに限定されない。いくつかの実施形態において、ＰＰプレート層８３０は、第１
の支持部３８５および第２の支持部３９０に着脱可能に設けられる。
【００５５】
　この実施形態において、リング状ガセットコンポーネント３００は第１の開口部３４０
を有し、および前部蓋コンポーネント２００は第２の開口部２１０を有している。リング
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状ガセットコンポーネント３００はさらに第１の延長部３９８を含み、第１の延長部３９
８は第１の開口部３４０を形成するリング状ガセットコンポーネント３００の縁部に接続
されている。前部蓋コンポーネント２００はさらに第２の延長部２３０を含み、第２の延
長部２３０は第２の開口部２１０を形成する前部蓋コンポーネント２００の縁部に接続さ
れている。前部蓋コンポーネント２００は、収容スペース３３０を形成するために、ファ
スナー４００によって、リング状ガセットコンポーネント３００に接続されている。ファ
スナー４００は、２つのチェーン４１０と、２つのファスナーヘッド４２０とを含む。チ
ェーン４１０の一方は、第１の開口部３４０の縁部および第１の延長部３９８の縁部の周
囲に設けられている。他方のチェーン４１０は、第２の開口部２１０の縁部および第２の
延長部２３０の縁部の周囲に設けられている。２つのファスナーヘッド４２０は、スーツ
ケース１０を閉じるまたは開けるために、２つのチェーン４１０を結ぶか、または分離す
るために構成されている。ファスナーヘッド４２０は、単一のプルタブまたは一組のプル
タブを有するが、本開示はそのことに限定されない。この実施形態においては、ファスナ
ーヘッド４２０は、一組のプルタブを有し、ユーザは、それらのプルタブのうちのいずれ
か１つを引っ張ることにより、チェーン４１０を結ぶか、または分離することができる。
ファスナー４００は、前部蓋コンポーネント２００とリング状ガセットコンポーネント３
００を接続するための接続要素のうちの１つにすぎず、また、上述した接続要素は、例え
ば、ベルクロ（登録商標）またはボタンである。
【００５６】
　この実施形態およびいくつかの実施形態において、リング状ガセットコンポーネント３
００はさらにベルト３９５を含む。ベルト３９５は、第１のベルト体３９６および第２の
ベルト体３９７を含む。第１のベルト体３９６と、第２のベルト体３９７は、リング状ガ
セットコンポーネント３００の外側面に着脱可能に設けられているが、本開示はそのこと
に限定されない。いくつかの実施形態において、第１のベルト体３９６および第２のベル
ト体３９７は、リング状ガセットコンポーネント３００の内側面に設けられる。さらに別
の実施形態においては、第１のベルト体３９６はリング状ガセットコンポーネント３００
の外側面に直接接続され、すなわち、第１のベルト体３９６とリング状ガセットコンポー
ネント３００は着脱可能ではない。第１のベルト体３９６が第２のベルト体３９７に接続
されると、各第１の支持部３８０および各第２の支持部３８５は保管位置に固定すること
ができる。さらに、この実施形態において、第１のベルト体３９６および第２のベルト体
３９７は、それぞれ、リング状ガセットコンポーネント３００の上側および底部側に設け
られているが、本開示はそのことに限定されない。いくつかの実施形態においては、第１
のベルト体３９６と第２のベルト体３９７は、それぞれ、リング状ガセットコンポーネン
ト３００の右側および左側に設けられている。
【００５７】
　また、この実施形態およびいくつかの実施形態において、スーツケース１０はさらに把
持部９３０を含む。把持部９３０は、第２の延長部２３０に接続されている。ユーザは、
第２の延長部２３０の位置を保持するために、把持部９３０をつかんで、他方の手でファ
スナーヘッド４２０を引っ張ることができる。しかし、いくつかの実施形態においては、
把持部９３０は第１の延長部３９８に接続されているが、本開示はそのことに限定されな
い。
【００５８】
　以下、この実施形態のスーツケース１０の保管プロセスについて説明する。図１８と、
図２１～図２４を参照されたい。図２１～図２４は、図１８の保管プロセスの概略図であ
る。
【００５９】
　まず、図１８に示すように、リング状ガセットコンポーネント３００が後部ケースコン
ポーネント１００に対して開けられ、その結果として、使用位置にあり、ユーザが、物を
収容スペース３３０に入れることが可能になる。次に、リング状ガセットコンポーネント
３００を折り畳む動作が始まる。図２１に示すように、２つの第２の支持部３８５が押さ
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れるか、または、下方に折り畳まれて、折り目３１１が形成される。
【００６０】
　次いで、図２２に示すように、残りの２つの対向する第２の支持部３８５が押されるか
、または、下方に折り畳まれて、その結果、各第１の支持部３８０および各第２の支持部
３８５が、保管位置になるように、後部ケースコンポーネント１００上に重ねられる。次
に、図２３に示すように、前部蓋コンポーネント２００が、後部ケースコンポーネント１
００および格納されたリング状ガセットコンポーネント３００上に重ねられる。最後に、
図２４に示すように、第１のベルト体３９６および第２のベルト体３９７が、バックルで
しっかり留められて、後部ケースコンポーネント１００と前部蓋コンポーネント２００が
一緒にくくられる。さらに、図２４と図１７を比較することにより、保管位置におけるス
ーツケース１０のサイズが、使用位置におけるスーツケース１０のサイズよりもかなり小
さいことは明らかである。
【００６１】
　いくつかの実施形態において、スーツケース１０は、異なる湾曲部材を有することがで
きる。図２５～図２８を参照されたい。図２６は、開けられている図２５のスーツケース
の斜視図である。図２７Ａは、図２６の部分拡大図である。図２７Ｂは、湾曲されている
図２７Ａの斜視図である。図２８は、図２６のファスナーの拡大図である。
【００６２】
　この実施形態において、スーツケース１０は、後部ケースコンポーネント１００と、前
部蓋コンポーネント２００と、リング状ガセットコンポーネント３００とを含む。後部ケ
ースコンポーネント１００および前部蓋コンポーネント２００は、より良好な保護をもた
らすために、比較的硬い材料で作られている。例えば、後部ケースコンポーネント１００
および前部蓋コンポーネント２００は、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）
、ＥＶＡ、ＰＶＣまたはＡＢＳ樹脂等のプラスチックプレートで形成されるか、または、
ファブリックで形成されている。
【００６３】
　リング状ガセットコンポーネント３００の２つの対向する側部は、収容スペース３３０
を形成するために、それぞれ、後部ケースコンポーネント１００の縁部および前部蓋コン
ポーネント２００の縁部に接続されている。この実施形態において、リング状ガセットコ
ンポーネント３００は、複合材料、例えば、ＰＥ、ＰＰ、ＥＶＡまたはＡＢＳ等のプラス
チックプレートと、ＰＵ、ゴム、ＴＰＵ、ＴＰＲ等の比較的軟らかい材料との組合せで形
成されている。リング状ガセットコンポーネント３００は、複数の湾曲部分３１０および
複数の側壁部分３２０を含む。湾曲部分３１０は、それぞれ、後部ケースコンポーネント
１００の角部に設けられている。側壁部分３２０は、それぞれ、後部ケースコンポーネン
ト１００の縁部に設けられている。湾曲部分３１０は、ＰＵ、ゴム、ＴＰＵまたはＴＰＲ
等の比較的軟らかい材料で形成されているが、側壁部分３２０の内側は、比較的硬い材料
、例えば、ＰＥ、ＰＰまたはＡＢＳ等のプラスチックプレートで形成されるか、または木
製プレート、鉄製フレーム、紙製プレート、アルミプレート、鉄製ワイヤーフレーム、鉄
製プレートまたはマグネシウム合金プレートで形成されているため、各湾曲部分３１０の
弾力性のある変形能力は、各側壁部分３２０の弾力性のある変形能力よりも大きい。さら
に、湾曲部分３１０は湾曲可能であるため、側壁部分３２０を後部ケースコンポーネント
１００に対して上方または下方へ折り畳むことができる場合、それによって、保管位置お
よび使用位置を有することになる。
【００６４】
　具体的には、湾曲部分３１０は、大きな弾力性のある変形能力を有し、および湾曲可能
であるため、ユーザは、スーツケース１０を保管するために、湾曲部分３１０を湾曲させ
て、リング状ガセットコンポーネント３００の形態を変えることができる。側壁部分３２
０の弾力性のある変形能力は、湾曲部分３１０の弾力性のある変形能力よりも小さいため
、すなわち、側壁部分３２０の剛性が、湾曲部分３１０の剛性よりも大きいため、側壁部
分３２０は、スーツケース１０に対する保護および支持をもたらすことができる。さらに
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、後部ケースコンポーネント１００に対して側壁部分３２０をより簡単に開閉する目的で
、折り目または大きな弾力性のある変形能力を有する材料が、各側壁部分３２０と、後部
ケースコンポーネント１００との間に設けられて、各側壁部分３２０を、後部ケースコン
ポーネント１００に対して折り畳むことができるようになっている。
【００６５】
　また、図２７Ｂに示すように、湾曲部分３１０は、少なくとも一つの折り目３１１を有
している。ユーザがスーツケース１０を保管または使用するのを容易にするために、折り
目３１１が、例えば、手で作られるか、または、インプリンティング等の機械的加工によ
って形成される。
【００６６】
　この実施形態およびいくつかの実施形態において、各湾曲部分３１０と、隣接する側壁
部分３２０は、それらの間に収束線３６０を有している。収束線３６０は、例えば、図２
７Ａに示すような曲線または円弧である。いくつかの実施形態において、収束線３６０は
直線であるため、２つの隣接する収束線３６０は、互いに平行にするか、または、互いに
平行にしないことができる。
【００６７】
　さらに、この実施形態において、リング状ガセットコンポーネント３００は、第１の開
口部３４０を有し、また、前部蓋コンポーネントは、第２の開口部２１０を有している。
前部蓋コンポーネント２００は、収容スペース３３０を形成するために、ファスナー４０
０によってリング状ガセットコンポーネント３００に接続されている。ファスナー４００
は、２つのチェーン４１０と、２つのファスナーヘッド４２０を含む。２つのチェーン４
１０は、第１の開口部３４０の縁部および第２の開口部２１０の縁部の周囲に設けられて
いる。２つのファスナーヘッド４２０は、スーツケース１０を開閉するために、２つのチ
ェーン４１０を結ぶか、または分離するために構成されている。ファスナー４００は、前
部蓋コンポーネント２００とリング状ガセットコンポーネント３００を接続するための接
続要素の１つにすぎず、また、上述した接続要素は、例えば、ベルクロ（登録商標）また
はボタンである。
【００６８】
　さらに、いくつかの実施形態において、側壁本体３８６および接続体３８７は、図１に
示すように、上述した側壁部分３２０に適用することができる。
【００６９】
　この実施形態において、２つのチェーン４１０は、接続部分４１１を形成するように、
互いに接続されている。接続部分４１１は、前部蓋コンポーネント２００と、リング状ガ
セットコンポーネント３００との間に設けられている。また、接続部分４１１は、前部蓋
コンポーネント２００とリング状ガセットコンポーネント３００が互いに離された場合に
、前部蓋コンポーネント２００とリング状ガセットコンポーネント３００を特定の距離で
保持することを可能にする長さを有している。この実施形態において、接続部分４１１の
長さ、すなわち、前部蓋コンポーネント２００とリング状ガセットコンポーネントとの距
離は、例えば、リング状ガセットコンポーネント３００の幅よりも大きい。そのため、接
続部分４１１の長さは、後部ケースコンポーネント１００に対して全ての側壁部分３２０
を閉じるために、ユーザが湾曲部分３１０を湾曲させるのに十分に長くなっている。
【００７０】
　この実施形態において、スーツケース１０はさらに、複数の第１のキャスター６００お
よび複数の第２のキャスター６１０を含む。第１のキャスター６００は、後部ケースコン
ポーネント１００に設けられており、また、第２のキャスター６１０は、前部蓋コンポー
ネント２００に設けられている。しかし、キャスター６００および６１０の位置および数
は、本開示を限定するように意図されていない。
【００７１】
　この実施形態およびいくつかの実施形態において、スーツケース１０はさらに、少なく
とも一つのハンドル３５０を含む。ハンドル３５０は、リング状ガセットコンポーネント
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３００に設けられている。さらに、いくつかの実施形態において、スーツケース１０には
、ユーザがスーツケース１０を異なる方向に運ぶために、それぞれ側壁部分３２０のうち
の２つに設けられた２つのハンドル３５０が備えられている。
【００７２】
　この実施形態およびいくつかの実施形態において、スーツケース１０はさらに、テレス
コープ式ハンドル７００を含む。テレスコープ式ハンドル７００は、スーツケース１０を
運ぶために、後部ケースコンポーネント１００に設けられている。
【００７３】
　この実施形態およびいくつかの実施形態において、後部ケースコンポーネント１００は
、ベルト１１０を含む。ベルト１１０は、互いに離すことができ、および互いに接続する
ことができる第１のベルト体１１１および第２のベルト体１１２を含む。第１のベルト体
１１１と第２のベルト体１１２が互いに接続されている場合、第１のベルト体１１１およ
び第２のベルト体１１２は、後部ケースコンポーネント１００およびリング状ガセットコ
ンポーネント３００を取り囲むことができ、後部ケースコンポーネント１００およびリン
グ状ガセットコンポーネント３００を、前部蓋コンポーネント２００に対して閉じること
が可能である。しかし、ベルト１１０は、格納された後部ケースコンポーネント１００と
リング状ガセットコンポーネント３００をくくるだけではなく、後部ケースコンポーネン
ト１００およびリング状ガセットコンポーネント３００の内部に入れられた物を拘束する
のにも用いられる。この実施形態およびいくつかの実施形態において、前部蓋コンポーネ
ント２００は、ベルト２２０を含む。ベルト２２０は、第１のベルト体２２１および第２
のベルト体２２２を含む。第１のベルト体２２１および第２のベルト体２２２は、それぞ
れ、互いに対向している前部蓋コンポーネント２００の２つの側部に設けられている。第
１のベルト体２２１と第２のベルト体２２２は、前部蓋コンポーネント２００の内側に入
れられた物を拘束するために互いに接続されている。
【００７４】
　この実施形態およびいくつかの実施形態において、リング状ガセットコンポーネント３
００はさらに、２つの保持リング３７０を含む。２つの保持リング３７０は、第１の開口
部３４０の２つの対向側部に設けられている。後部ケースコンポーネント１００のベルト
１１０の第１のベルト体１１１および第２のベルト体１１２は、２つの保持リング３７０
に通すために、および互いに接続されるために構成されている。
【００７５】
　本開示の第６の実施形態による、開けられているスーツケースの斜視図である図２９を
参照されたい。この実施形態において、スーツケース１０はさらに、少なくとも一つのハ
ニカムボード５００を含む。ハニカムボード５００は、リング状ガセットコンポーネント
３００に取り付けられており、およびリング状ガセットコンポーネント３００を支持する
ために構成されている。それにより、スーツケース構造１０の構造的強度を高めることが
できる。しかし、他の実施形態においては、ハニカムボード５００は、鉄製ワイヤーフレ
ーム、木製プレート、プラスチックプレート、鉄製プレート、アルミプレート、ゴムまた
はマグネシウム合金プレート等の、リング状ガセットコンポーネント３００よりも大きな
構造的強度を有する他のコンポーネントと置き換えてもよい。
【００７６】
　以後、この実施形態のスーツケース１０の保管プロセスについて説明する。図２５と、
図２５の保管プロセスの概略図である図３０～図３３を参照されたい。
【００７７】
　まず、図２６に示すように、リング状ガセットコンポーネント３００が、後部ケースコ
ンポーネント１００に対して開けられ、その結果として使用位置にあり、ユーザが、物を
収容スペース３３０に入れることが可能になる。次に、リング状ガセットコンポーネント
３００を折り畳む動作が始まる。図１４に示すように、対向する側壁部分３２０が押され
るか、または、下方に折り畳まれて折り目３１１が形成される。２つの対向する側壁部分
３２０に接続されている４つの湾曲部分３１０は湾曲可能であるため、それら２つの対向
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する側壁部分３２０は、後部ケースコンポーネント１００に対して閉じることができる。
【００７８】
　次いで、図３１に示すように、残りの２つの対向する側壁部分３２０が押されるか、ま
たは下方に折り畳まれ、すなわち、全ての側壁部分３２０は、保管位置になるように、後
部ケースコンポーネント１００上に重ねられる。ベルト１１０の第１のベルト体１１１と
第２のベルト体１１２がバックルでしっかり留められる。図３２に示すように、後部ケー
スコンポーネント１００と、格納されたリング状ガセットコンポーネント３００が、前部
蓋コンポーネント２００上に積み重ねられる。最後に、図３３に示すように、ベルト２２
０の第１のベルト体２１１および第２のベルト体２２２が、バックルでしっかり留められ
て、後部ケースコンポーネント１００と前部蓋コンポーネント２００が一緒にくくられる
。さらに、図３３と図２５を比較することにより、保管位置におけるスーツケース１０の
サイズが、使用位置におけるスーツケース１０のサイズよりもかなり小さいことは明らか
である。
【００７９】
　本開示の第７の実施形態によるスーツケースの斜視図である図３４を参照されたい。
【００８０】
　この実施形態において、スーツケース１０は、後部ケースコンポーネント１００と、前
部蓋コンポーネント２００と、リング状ガセットコンポーネント３００とを含む。後部ケ
ースコンポーネント１００および前部蓋コンポーネント２００は、より良好な保護をもた
らすために、比較的硬い材料で作られている。例えば、後部ケースコンポーネント１００
および前部蓋コンポーネント２００は、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）
、ＥＶＡ、ＰＶＣまたはＡＢＳ樹脂等のプラスチックプレートで、またはファブリックで
形成されている。
【００８１】
　リング状ガセットコンポーネント３００の２つの対向側部は、収容スペース３３０を形
成するために、それぞれ後部ケースコンポーネント１００の縁部および前部蓋コンポーネ
ント２００の縁部に接続されている。リング状ガセットコンポーネント３００は、複数の
第１の収容部３０１と、複数の第２の収容部３０２と、複数の第１の補強要素９１０と、
複数の第２の補強要素９２０とを有している。第１の収容部３０１は、それぞれ、後部ケ
ースコンポーネント１００の縁部に設けられている。第２の収容部３０２は、それぞれ、
後部ケースコンポーネント１００の角部に設けられている。各第１の収容部３０１と、各
第２の収容部３０２は、離間されている。第１の補強要素９１０は、それぞれ、第１の収
容部３０１内に着脱可能に設けられている。第２の補強要素９２０は、それぞれ、第２の
収容部３０２内に着脱可能に設けられており、第１の収容部３０１と第２の収容部３０２
が一緒に、それらの間に複数の湾曲部３０３を形成することを可能にしている。この実施
形態において、第１の補強要素９１０および第２の補強要素９２０は、第１の収容部３０
１第２の収容部３０２よりも硬いプレートであるが、本開示はそのことに限定されない。
いくつかの実施形態において、第１の補強要素９１０および第２の補強要素９２０は、鉄
製ワイヤーフレーム、木製プレート、プラスチックプレート、鉄製プレート、アルミプレ
ート、紙製プレートまたはマグネシウム合金プレートで形成されている。この実施形態に
おいて、リング状ガセットコンポーネント３００は、第１の収容部３０１および第２の収
容部３０２を有しているが、本開示は、そのことに限定されない。いくつかの実施形態に
おいて、リング状ガセットコンポーネント３００は、第１の収容部３０１のみを有し、第
１の補強要素９１０は、第１の収容部３０１内に着脱可能に設けられているため、複数の
湾曲部３０３が、隣接する第１の収容部３０１の間に形成されている。
【００８２】
　第１の補強要素９１０が、それぞれ、第１の収容部３０１内に設けられ、および第２の
補強要素９２０が、それぞれ、第２の収容部３０２内に設けられているため、それによっ
て、第１の収容部３０１および第２の収容部３０２の硬さが増加し、およびスーツケース
１０の保護能力が向上する。さらに、湾曲部３０３は補強要素を有していないため、各湾
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よび各第２の収容部３０２の弾力性のある変形能力よりも大きい。湾曲部３０３は湾曲可
能であり、第２の収容部３０２を後部ケースコンポーネント１００に対して、上方または
下方へ折り畳むことを可能にしている。
【００８３】
　さらに、いくつかの実施形態において、側壁本体３８６および接続体３８７は、図１に
示すように、上述した第１の収容部３０１に適用することができる。
【００８４】
　上述したようなスーツケースによれば、そのリング状ガセットコンポーネントが、異な
る弾力性のある変形能力を有する複数の湾曲部材および複数の支持部材で構成され、およ
びそれらの湾曲部材が湾曲可能であるため、ユーザは、それらの支持部材を下方に折り畳
んで、それらの支持部材を後部ケースコンポーネント上に重ねることができる。こうする
ことにより、折り畳まれた後のそのスーツケースのサイズは、折り畳まれる前のスーツケ
ースのサイズよりもかなり小さくなり、ユーザは、そのスーツケースを都合よく保管する
ことが可能になる。
【００８５】
　そのリング状ガセットコンポーネントは、異なる弾力性のある変形能力を有する、複数
の湾曲部分および複数の側壁部分で構成され、およびそれらの湾曲部分は湾曲可能である
ため、ユーザは、それらの側壁部分を下方へ折り畳んで、その後部ケースコンポーネント
に対して、それらの側壁部分を閉じることができる。こうすることにより、折り畳まれた
後のスーツケースのサイズは、折り畳まれる前のそのスーツケースのサイズよりもかなり
小さくなり、ユーザが、スーツケースを都合よく保管することが可能になる。
【００８６】
　さらに、そのハニカムボードの構造的強度は、そのリング状ガセットコンポーネントの
構造的強度よりも大きいため、そのスーツケースの全体的な構造強度が向上する。
【００８７】
　また、そのファスナーは、接続部分を有しているため、その前部蓋コンポーネントおよ
びリング状ガセットコンポーネントは、その前部蓋コンポーネントが、ユーザがそのリン
グ状ガセットコンポーネントを折り畳むのを妨げないことを確実にするために、その前部
蓋コンポーネントとリング状ガセットコンポーネントが互いに離されている場合、特定の
距離に保持することができる。
【００８８】
　さらに、そのリング状ガセットコンポーネントの接続体は、その側壁本体の外側面に配
置された凹部に設けられているか、または、その凹部を貫通しているため、ユーザは、そ
れらのチェーンを結ぶかまたは離すために、そのスーツケースの外部から、そのプルタブ
を引っ張ることができる。
【００８９】
　さらに、上記で開示したスーツケースの場合、各柔軟部とその後部ケースコンポーネン
トとの間には鋭角が形成されるため、それらの柔軟部の弾力性のある変形能力は、全ての
側壁部の弾力性のある変形能力よりも大きく、およびそれらの柔軟部は湾曲可能であるた
め、互いに隣接している２つの側壁部は、それらの間に接続されているその柔軟部の湾曲
によって、その後部ケースコンポーネントに対して閉じることができ、その結果、折り畳
まれた後のそのスーツケースのサイズは、折り畳まれる前のそのスーツケースのサイズよ
りもかなり小さくなり、ユーザが、スーツケースを都合よく保管することが可能になる。
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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月19日(2015.10.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　後部ケースコンポーネントと、
　前部蓋コンポーネントと、
　リング状ガセットコンポーネントであって、前記リング状ガセットコンポーネントの２
つの対向側部は、収容スペースを形成するように、それぞれ前記後部ケースコンポーネン
トの縁部および前記前部蓋コンポーネントの縁部に接続され、前記リング状ガセットコン
ポーネントは複数の湾曲部分と前記複数の湾曲部分に接続するために構成される複数の側
壁部分とを備え、前記複数の湾曲部分はそれぞれ前記後部ケースコンポーネントの角部に
設けられ、前記複数の側壁部分はそれぞれ前記後部ケースコンポーネントの縁部に設けら
れるリング状ガセットコンポーネントと、
を備えるスーツケースであって、
　前記複数の湾曲部分のそれぞれの弾力性のある変形能力は前記複数の側壁部分のそれぞ
れの弾力性のある変形能力よりも大きく、および前記複数の湾曲部分は湾曲可能であり、
前記複数の側壁部分を前記後部ケースコンポーネントに対して上方または下方に折り畳む
ことができるようになっている、スーツケース。
【請求項２】
　前記複数の湾曲部分の各々は、少なくとも一つの折り目を有する、請求項１に記載のス
ーツケース。
【請求項３】
　前記前部蓋コンポーネントと、前記リング状ガセットコンポーネントは、前記収容スペ
ースを形成するために、接続要素によって互いに接続される、請求項１に記載のスーツケ
ース。
【請求項４】
　前記接続要素はファスナーである、請求項３に記載のスーツケース。
【請求項５】
　前記リング状ガセットコンポーネントは第１の開口部を有し、前記前部蓋コンポーネン
トは第２の開口部を有し、前記ファスナーは２つのチェーンと１つのファスナーヘッドを
備え、前記２つのチェーンはそれぞれ前記第１の開口部の縁部および前記第２の開口部の
縁部に設けられ、前記２つのチェーンは、接続部分を形成するように互いに接続され、お
よび前記ファスナーヘッドは前記２つのチェーンを結ぶかまたは離すために構成される、
請求項４に記載のスーツケース。
【請求項６】
　後部ケースコンポーネントと、
　前部蓋コンポーネントと、
　リング状ガセットコンポーネントであって、前記リング状ガセットコンポーネントの２
つの対向側部は、閉じることが可能である収容スペースを形成するように、それぞれ前記
後部ケースコンポーネントおよび前記前部蓋コンポーネントに接続され、前記リング状ガ
セットコンポーネントは複数の側壁部と前記複数の側壁部に接続するために構成される複
数の柔軟部とを備え、前記複数の柔軟部のそれぞれの弾力性のある変形能力は前記複数の
側壁部の各々の弾力性のある変形能力よりも大きく、前記複数の柔軟部のうちの１つと前
記リング状ガセットコンポーネントとの間には鋭角が形成され、互いに隣接している前記
複数の側壁部のうちの２つは、それらの間に接続される前記複数の柔軟部のうちの１つの
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湾曲によって、前記後部ケースコンポーネントに対して上方または下方へ折り畳むことが
できる、リング状ガセットコンポーネントと、
を備えるスーツケース。
【請求項７】
　前記複数の柔軟部の各々は、前記リング状ガセットコンポーネントが前記後部ケースコ
ンポーネントに接続されている縁部から、前記リング状ガセットコンポーネントが前記前
部蓋コンポーネントに接続されている縁部まで及んでおり、前記複数の柔軟部の各々の弾
力性のある変形能力は、前記複数の側壁部の各々の弾力性のある変形能力よりも大きい、
請求項６に記載のスーツケース。
【請求項８】
　前記複数の柔軟部の各々の幅は、前記後部ケースコンポーネントから前記前部蓋コンポ
ーネントまで連続的に小さくなっている、請求項７に記載のスーツケース。
【請求項９】
　前記リング状ガセットコンポーネントは固定ベルトをさらに備え、前記固定ベルトは第
１のベルト体および第２のベルト体を備え、前記第１のベルト体および前記第２のベルト
体はそれぞれ互いに対向している前記複数の側壁部のうちのいずれか２つに設けられ、お
よび前記第１のベルト体は前記第２のベルト体に着脱可能に接続される、請求項６に記載
のスーツケース。
【請求項１０】
　前記前部蓋コンポーネントはベルトを備え、前記ベルトは、前記後部ケースコンポーネ
ントおよび前記リング状ガセットコンポーネントを前記前部蓋コンポーネントに近づける
ために、前記後部ケースコンポーネントおよび前記リング状ガセットコンポーネントを取
り囲むために構成される、請求項６に記載のスーツケース。
【請求項１１】
　前記前部蓋コンポーネントと前記リング状ガセットコンポーネントは、前記収容スペー
スを形成するために、接続要素によって互いに接続される、請求項６に記載のスーツケー
ス。
【請求項１２】
　前記接続要素はファスナーである、請求項１１に記載のスーツケース。
【請求項１３】
　前記リング状ガセットコンポーネントは第１の開口部を有し、前記前部蓋コンポーネン
トは第２の開口部を有し、前記側壁部のうちの一つは側壁本体および接続体を備え、前記
側壁本体は凹部を有し、前記凹部は前記側壁本体の外側面に設けられ、前記接続体は２つ
の対向縁部を有し、それらの縁部の一方は前記凹部を形成する前記側壁本体の縁部に接続
され、前記接続体の他方の縁部は前記前部蓋コンポーネントの前記第２の開口部の縁部に
接続され、前記ファスナーは２つのチェーンと１つのファスナーヘッドを備え、前記チェ
ーンの一方は前記第１の開口部の縁部および前記凹部の縁部に設けられ、他方の前記チェ
ーンは前記第２の開口部の縁部と前記側壁本体に接続された前記接続体の縁部とに設けら
れ、前記ファスナーヘッドは前記２つのチェーンを結ぶかまたは離すために構成され、お
よび前記ファスナーヘッドが前記２つのチェーンを結ぶと、前記接続体は前記側壁本体の
外側面を覆う、請求項１２に記載のスーツケース。
【請求項１４】
　前記接続体は、前記側壁本体に着脱可能に接続される、請求項１３に記載のスーツケー
ス。
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